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NY マーケットレポート（2018 年 7 月 4 日） 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 

 

≪ NY市場概況 ≫ 

米国の独立記念日の祝日で主要市場が休場となり、市場参加者が少なく積極的な取引は手控えられ、ドル円・

クロス円は狭いレンジ内の動きが続いた。ただ、ECB の政策担当者の一部は 2019 年末の利上げは遅過ぎると

認識していると明らかにしたことを受けて、ユーロが上昇する場面もあった。 

 

米国市場は、独立記念日（Independence Day）のため休場。 

米独立記念日は、1776 年にアメリカ独立宣言が公布されたことを記念して、毎年 7/4 に定められた祝日。米

国では、4th of July (フォ－ス・オブ・ジュライ)または July 4th(ジュライ・フォ－ス)とも呼ばれている。

7/4 には米国民の多くが家に星条旗を掲げ、独立記念日恒例の打ち上げ花火は 1777 年から続く伝統行事であ

る。 

 

ユーロは関係者の発言を受けて上昇 

米国市場が米独立記念日で主要市場が休場となり、市場参加者も少なく積極的な取引は手控えられ、ドル円・

クロス円は狭いレンジ内の動きが続いた。ただ、ECB の政策担当者の一部は、2019 年 12 月まで利上げがない

と市場で見込まれていることに神経をとがらせているとし、来年 9 月か 10 月の利上げが選択肢にあると、内

部の議論であることから匿名を希望した関係者が明らかにした。これを受けて、ユーロが上昇する場面があ

った。 
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出所：総合分析チャート 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


